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 参考資料  

国民負担に関する意識調査 調査票の一例 

 
これから、国民の税金や社会保険料負担についての状況を説明します。 

 
 我が国においては、少子高齢化が進む中、国民の税金や社会保険料負担は確実に増加し、

このままでは負担しきれなくなるのではないかといったことが懸念されています。 
 
 国民が所得のうち、どれだけ公的負担として支払わなければならないかを示す一つの目

安として、「潜在的な国民負担率」があります。これは現在国民が支払っている税金や社会

保険料（年金や医療保険などの保険料）に加え、財政赤字という形で将来世代へ先送りし

ている負担額を合計したものが国民所得（国民全体が得る所得の総額）の何％にあたるか

を表したものです。 
 
           税金＋社会保険料＋将来世代へ先送りされる負担額（財政赤字） 

潜在的な国民負担率＝ 

             国民全体が得る所得の総額（賃金、配当、利子等） 

 
潜在的な国民負担率は、2004 年度において約 45％（うち租税負担は 21.4％、社会保険
料は 14.2％、財政赤字は 9.5％）となる見込みです。なお、この潜在的な国民負担率を国民
一人あたりの負担額になおすと、約 132万円となっています。 
 
問１ あなたは「潜在的な国民負担率」の大きさが現在 45％程度であることをご存知でし

たか。一つに○をつけてください。 

１． はい 

２． いいえ 

 
 今後、高齢化によって潜在的な国民負担率はさらに上昇していくことが見込まれていま

す。政府としては、この潜在的な国民負担率を高齢化のピーク時でも 50％程度に抑えるこ
とを目指しています。 
 
問２ 50％程度という政府の目標は、適当だと思いますか。一つに○をつけてください。 

１． 適当 

２． 大きすぎる 

３． 小さすぎる 



 - 2 - 

これから、潜在的な国民負担率の見通しについて説明します。 

 
 政府の試算によれば、高齢化によって年金や医療・介護費が増え続けると、他の支出の

伸びをゼロと仮定してもその費用をまかなうために、2025年度の潜在的な国民負担率は下
図のように約 56％程度になると見込まれています。なお、この潜在的な国民負担率を国民
一人あたりの負担額になおすと、約 243万円となっています。 
 
 
図 現在（2004 年度）と比較した 2005 年度の潜在的な国民負担率 
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 （注）2025 年度の財政赤字および社会保障以外の租税負担は 2004 年度の割合で将来も
一定と仮定した。 

 
 

問３ あなたは、将来の潜在的な国民負担率が 50％台後半まで上昇する見通しであること

をご存知でしたか。一つに○をつけてください。 

１． はい 

２． いいえ 

 

 

 

 

 

 

国民一人当たり

潜在的負担額 
約 132万円 

国民一人当たり

潜在的負担額 
約 243万円 
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次に、潜在的な国民負担率を抑制するために必要な対策を説明します。 

 
潜在的な国民負担率を高齢化のピーク時でも 50％程度に抑制する対策として、ここでは
以下のような政府支出の削減案を検討します。なお、2002年度における政府支出の内訳は
下表のようになっています。 
              表 政府支出の状況 

 

 
（１）社会保障給付の削減 
 社会保障給付とは、年金の給付、医療や介護の提供などを行うことです。こうした社会

保障給付を削減するため、例えば、①年金給付額の削減や年金支給開始年齢の引き上げ、

②自費で全額を支払う医療サービスの増加、③介護保険でカバーされる介護サービス対象

の削減などが考えられます。 
 
（２）公共サービスの抑制 
 公共サービスは、義務教育の提供、防衛力の整備、治安の維持などを行うことです。こ

うした公共サービスを抑制するため、例えば、①小学校などの教職員の削減、②防衛力の

削減、③警察官等の数の削減などが考えられます。 
 
（３）公共事業の抑制 
 公共事業は、道路整備、下水道・水道等整備、河岸工事など防災施設の整備、公園整備

などを行うことです。こうした公共事業を抑制するため、例えば、①新規の道路建設の中

止、②下水道・水道整備の中止、③防災施設や公園整備の中止などが考えられます。 
 
問４ 以上の政府支出削減策のうち、あなたが最も重要だと思うものはどれですか。 

   一つに○をつけてください。 

１．社会保障給付の削減 

２．公共サービスの抑制 

３．公共事業の抑制 

社会保障給付 
（年金、医療、福祉など） 

約 84兆円 

公共サービス 
（教育、防衛、警察など） 

約 64兆円 

公共事業 
（道路・防災施設・公園の建設など）

約 24兆円  

総額 約 172兆円 
（利払い費を除く） 
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 潜在的な国民負担率を抑制するため、以上の３点を総合的に行う政策につ 

いて検討します。 

 
以下の質問では、政府支出の削減策について、例えば、下表のような異なる４つの政策

案が提示されます。 
政策１は、社会保障給付を現状維持、公共サービスを 1.5割削減、公共事業を２割削減す
ることで、2025年度における潜在的な国民負担率を 52％に抑制しようとする政策です。 
政策２は、社会保障給付と公共サービスを現状維持、公共事業を２割増加することで、

2025年度における潜在的な国民負担率を 57％まで上昇させる政策です。 
政策３は、社会保障給付を１割削減、公共サービスを 1.5割削減、公共事業を２割削減す
ることで、2025年度における潜在的な国民負担率を 49％に抑制しようとする政策です。 
政策４は、社会保障給付、公共サービス、公共事業の全てを現状維持することで、2025

年度における潜在的な国民負担率が 56％となる政策です。 
 
このような政策案の組合せをこれから示しますので、異なる４つの政策を比べて、あな

たが最も好ましいと思うものを一つ選んでください。 
 
なお、社会保障給付、公共サービス、公共事業のいずれかを現状より増加する案もある

ため、潜在的な国民負担率が 56％を越える政策も含まれています。 
 

表 潜在的な国民負担率を抑制するための政策の一例 

 政策１ 政策２ 政策３ 政策４ 

社会保障給付 現状維持 現状維持 １割削減 現状維持 

公共サービス 1.5 割削減 現状維持 1.5 割削減 現状維持 

公共事業 ２割削減 ２割増加 ２割削減 現状維持 

政策を実行した場合の潜在的な国民負担率 ５２％ ５７％ ４９％ ５６％ 

最も好ましいと思う対策に             ↓     ↓      ↓       ↓ 

一つだけ○                      １．    ２．     ３．      ４．   

 
 以下では、同じような質問が８問続きますが、それぞれ政策の組合せが異なりますので

全ての質問にお答えください（記入漏れがありますと、有効な結果が出なくなります）。 
 
 

 

 

 



 - 5 - 

問５－１ ４つの政策の中から最も好ましいと思う政策を１つに○をつけてください。 

 

政策１ 政策２ 政策３ 政策４

社会保障給付 現状維持 １割増加 １割削減 現状維持

公共サービス 1.5割増加 現状維持 1.5割削減 現状維持

公共事業 ２割削減 ４割削減 ２割増加 現状維持

政策を実行した場合の潜在的な国民負担率 57% 56% 52% 56%  

最も好ましいと思う対策に            ↓         ↓        ↓         ↓ 

一つだけ○                         １．    ２．   ３．    ４． 

  

 

問５－２ ４つの政策の中から最も好ましいと思う政策を１つに○をつけてください。 

 

政策１ 政策２ 政策３ 政策４

社会保障給付 現状維持 ２割削減 １割削減 現状維持

公共サービス 1.5割削減 ３割削減 現状維持 現状維持

公共事業 ４割削減 現状維持 ２割削減 現状維持

政策を実行した場合の潜在的な国民負担率 50% 44% 52% 56%  

最も好ましいと思う対策に            ↓         ↓        ↓         ↓ 

一つだけ○                         １．    ２．   ３．    ４． 

 

 

問５－３ ４つの政策の中から最も好ましいと思う政策を１つに○をつけてください。 

 

政策１ 政策２ 政策３ 政策４

社会保障給付 ２割削減 １割増加 １割削減 現状維持

公共サービス ３割削減 1.5割削減 1.5割増加 現状維持

公共事業 ２割増加 現状維持 ４割削減 現状維持

政策を実行した場合の潜在的な国民負担率 46% 56% 53% 56%  

最も好ましいと思う対策に            ↓         ↓        ↓         ↓ 

一つだけ○                         １．    ２．   ３．    ４． 
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問５－４ ４つの政策の中から最も好ましいと思う政策を１つに○をつけてください。 

 

政策１ 政策２ 政策３ 政策４

社会保障給付 １割削減 ２割削減 １割増加 現状維持

公共サービス 1.5割増加 現状維持 ３割削減 現状維持

公共事業 現状維持 ２割増加 ２割削減 現状維持

政策を実行した場合の潜在的な国民負担率 56% 52% 52% 56%  

最も好ましいと思う対策に            ↓         ↓        ↓         ↓ 

一つだけ○                         １．    ２．   ３．    ４． 

 

 

問５－５ ４つの政策の中から最も好ましいと思う政策を１つに○をつけてください。 

 

政策１ 政策２ 政策３ 政策４

社会保障給付 １割削減 ２割削減 現状維持 現状維持

公共サービス 現状維持 1.5割削減 ３割削減 現状維持

公共事業 ２割増加 ２割削減 ４割削減 現状維持

政策を実行した場合の潜在的な国民負担率 54% 46% 47% 56%  

最も好ましいと思う対策に            ↓         ↓        ↓         ↓ 

一つだけ○                         １．    ２．   ３．    ４． 

 

 

問５－６ ４つの政策の中から最も好ましいと思う政策を１つに○をつけてください。 

 

政策１ 政策２ 政策３ 政策４

社会保障給付 １割増加 現状維持 ２割削減 現状維持

公共サービス 現状維持 1.5割削減 1.5割増加 現状維持

公共事業 ４割削減 ２割増加 現状維持 現状維持

政策を実行した場合の潜在的な国民負担率 56% 55% 53% 56%  

最も好ましいと思う対策に            ↓         ↓        ↓         ↓ 

一つだけ○                         １．    ２．   ３．    ４． 
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問５－７ ４つの政策の中から最も好ましいと思う政策を１つに○をつけてください。 

 

政策１ 政策２ 政策３ 政策４

社会保障給付 １割増加 現状維持 ２割削減 現状維持

公共サービス ３割削減 1.5割増加 1.5割削減 現状維持

公共事業 現状維持 ２割削減 ４割削減 現状維持

政策を実行した場合の潜在的な国民負担率 53% 57% 44% 56%  

最も好ましいと思う対策に            ↓         ↓        ↓         ↓ 

一つだけ○                         １．    ２．   ３．    ４． 

 

 

問５－８ ４つの政策の中から最も好ましいと思う政策を１つに○をつけてください。 

 

政策１ 政策２ 政策３ 政策４

社会保障給付 １割削減 １割増加 ２割削減 現状維持

公共サービス ３割削減 1.5割削減 現状維持 現状維持

公共事業 ２割削減 現状維持 ２割増加 現状維持

政策を実行した場合の潜在的な国民負担率 46% 56% 52% 56%  
最も好ましいと思う対策に            ↓         ↓        ↓         ↓ 

一つだけ○                         １．    ２．   ３．    ４． 


